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表紙は「いとう」の文字に大室山・小室山を配し、図案化したものです。
つばきは伊東市の花木で、昭和42年8月10日、市制施行20周年を記念し、市民から公募して制定されました。

市議会会議録は、市役所、図書館、各コミュニティセンターにあるほか、ホームページでもごらんになれます。(6月定例会会議録は、8月中旬発行･公開の予定です）
市議会の情報は、市のホームページアドレス http://www.city.ito.shizuoka.jp/ からアクセスできます。

①伊東図書館おはなし会
伊東市立伊東図書館内

②トライアングル
伊東市子育て健康課

③若竹母親クラブ
伊東市子育て健康課

④読み聞かせボランティアでんでんむし
旭小学校内（日吉）

→☎ 3 6 - 7 4 3 3

→☎ 3 2 - 1 5 8 2

→☎ 3 2 - 1 5 8 1

→☎ 3 6 - 4 0 0 0

本好きな子供を一人でも多く育てるため、伊東図書
館で毎週土曜日に午前１０時３０分から午前１１時
まで「読み聞かせ」を行っています。

児童の健全育成を目的に地域の諸団体と連携を図り、
ボランティア活動や各種イベント、研修会等へ積極
的に参加し、幅広く活動しています。

毎月１回、みんなで集まって公園遊びやヨガ、おや
つづくりなど楽しく活動しています。

今年で１０周年を迎えました。月に一度学区内にあ
る広野保育園でも行っています。

伊東図書館おはなし会

春のおはなし会より春のおはなし会より
夏（８月２０日夏（８月２０日)､
冬も行います。冬も行います。

春のおはなし会より
夏（８月２０日)､
冬も行います。

読み聞かせボランティアでんでんむし

旭小ブックまつり（６月７日旭小ブックまつり（６月７日)～年２回開催～年２回開催旭小ブックまつり（６月７日)～年２回開催

3 若竹母親クラブ

西小・宇佐美小の児童と小さな旅＝社会福祉活動西小・宇佐美小の児童と小さな旅＝社会福祉活動西小・宇佐美小の児童と小さな旅＝社会福祉活動

トライアングル

平成２３年６月の活動は、講師の先生を平成２３年６月の活動は、講師の先生を
招いての親子体操でした。招いての親子体操でした。

平成２３年６月の活動は、講師の先生を
招いての親子体操でした。

【Ｐ.２】

【Ｐ.３】

【Ｐ.10】

【Ｐ.11】

○６月定例会の概要…………………

○一般質問（12議員が登壇）………　　

○臨時会の概要………………………

○常任委員会だより…………………
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６月定例会を６月１６日から６月２８日までの１３日間の会期で開会しました。

１５件の議案等を審議、決定

議案番号

市認第２号

市認第３号

市報第１号

市報第２号

市報第３号

市議第２号

市議第３号

市長

市長

市長

市長

市長

市長

市長

全会一致

で承認

全会一致

で承認

(報告、

質疑のみ）

(報告、

質疑のみ）

(報告、

質疑のみ）

全会一致

で可決

全会一致

で可決

件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

平成２２年度伊東市介護保険事業特

別会計補正予算（第４号）専決処分

の報告承認について

平成２３年度伊東市競輪事業特別会

計補正予算（第１号）専決処分の報

告承認について

平成２２年度伊東市一般会計予算繰

越明許費繰越し報告について

平成２２年度伊東市下水道事業特別

会計予算繰越明許費繰越し報告につ

いて

平成２２年度伊東市一般会計予算事

故繰越し報告について

伊東市税賦課徴収条例の一部を改正

する条例

伊東市消防本部普通消防ポンプ自動

車購入契約の締結について

国から交付されるべき介護給付費に係る調整交付

金が法定率どおりに支給されなかったことから

6,161万6,000円を減額し、これに伴い介護保険

保険給付支払準備基金から同額の繰入金を追加す

る専決処分を平成２３年３月３１日に行ったこと

の報告承認

平成２３年度の歳入から４億3,542万3,000円の

繰上充用に係る専決処分の報告承認

平成２２年度予算の一部（きめ細かな交付金事業

６事業、住民生活に光をそそぐ交付金事業９事業

のほか本市独自の経済対策事業、道路改良工事な

ど２２事業３億7,555万5,000円）を平成２３年

度に繰り越したことの報告

平成２２年度予算の一部（管きょポンプ場改築事

業：7,400万円）を平成２３年度に繰り越したこ

との報告

マリンタウン係留桟橋の災害復旧工事において、

中東情勢の悪化によるスエズ運河の通行不安など

から、フランスで製作した浮き桟橋の搬送がおく

れたことや、東日本大震災の影響により船舶の物

流が一時的に麻痺したことなど、避けがたい事故

のため年度内に完成ができなくなったことから

1,576万円を平成２３年度に繰り越したことの報告

個人市民税・固定資産税に関し、東日本大震災の

被害状況にかんがみ、被災納税者の実態に照らし

て現行制度をそのまま適用することが適当でない

と考えられるものについて、緊急の対応策として

の条例改正

契約金額：4,536万円

契約の相手方：株式会社モリタ東京営業部

■市議会６月定例会で審議した議案等
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通
学
に
か
か
わ
る
経
済
負
担

が
進
路
選
択
へ
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
現

状
認
識
を
持
っ
て
い
る
か

　
同
じ
伊
東
市
内
在
住
者
で
あ

っ
て
も
、
高
校
通
学
に
当
た
り
、

市
内
北
部
と
南
部
で
は
、
交
通

費
負
担
の
み
な
ら
ず
、
駅
ま
で

の
送
迎
等
、
保
護
者
の
負
担
に

つ
い
て
は
大
き
な
格
差
が
あ
る
。

　
特
に
、
対
島
中
学
区
の
生
徒

の
保
護
者
に
と
っ
て
は
、
通
学

に
か
か
わ
る
負
担
の
大
き
さ
は

無
視
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
こ
う
し
た
経
済
負
担
の
大
き

さ
は
、
高
校
進
学
に
当
た
り
、

市
外
の
高
校
へ
進
学
す
る
機
会

を
奪
う
要
因
と
な
り
か
ね
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

現
状
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

生
徒
自
身
と
保
護
者
が
話
し
合

っ
て
決
定
し
た
こ
と
を
尊
重
し
、

支
援
し
て
い
き
た
い

１２議員が登壇／市政全般について質問
（登壇順に掲載）

民主党・刷新の会
四宮和彦 議員

議案番号

市議第４号

市議第５号

市選第１号

市選第２号

発議第１号

発議第２号

発選第１号

発選第２号

市長

市長

市長

市長

議員

６名

議員

６名

議長

議員

６名

全会一致

で可決

全会一致で
可決
全会一致で
任命に同意
全会一致で
選任に同意

全会一致

で可決

全会一致

で可決

　 ―

全会一致

で推薦

件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

平成２３年度伊東市一般会計補正予

算（第２号）

伊東市功労者表彰について

教育委員会委員任命の同意について

公平委員会委員選任の同意について

伊東市議会委員会条例の一部を改正

する条例

伊東市議会会議規則の一部を改正す

る規則

静岡県後期高齢者医療広域連合議会

議員の選挙について

農業委員会委員推薦について

地方議会議員年金制度の廃止に伴う経過措置とし

て議員共済給付負担金、雇用対策として緊急雇用

創出事業、港整備事業費交付金を活用した宇佐美

漁港整備事業、地域経済対策としてプレミアム商

品券発行事業や市内の災害危険箇所への応急工事

などを追加するほか、不足する財源について財政

調整基金繰入金を充当するなど、１億8,137万

5,000円の追加

稲葉悦一氏（末広町）

杉田純子氏（宇佐美）再任

山本哲正氏（荻）再任

資格審査特別委員及び懲罰特別委員の定数を８人

から７人とするための条例改正

投票による選挙を行う際の議場の出入口閉鎖に関

する規定の削除や委員及び議員をアジア諸国に派

遣する際、議決を要しないことなどに係る規則改

正

有効投票19票のうち、土屋篤男議員13票、押尾

完治議員0票、吉村哲志議員0票、川口三男議員6票

浅田良弘議員、西島彰議員、稲葉富士憲議員、

楠田一男議員を推薦
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教
育
長

　
高
校
進
学
に
つ
い
て
は
、
生

徒
自
身
と
保
護
者
が
話
し
合
い
、

自
分
が
目
標
と
す
る
学
校
進
学

に
向
か
っ
て
日
々
努
力
し
て
い

く
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
電
車
、
バ
ス
等
の
交
通
費
に

つ
い
て
は
、
居
住
す
る
場
所
、

進
学
す
る
学
校
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
学
校
と
し
て
は
、
一
人
一
人

に
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

生
徒
の
目
標
・
希
望
を
支
え
て

い
く
進
路
指
導
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
中

で
、
生
徒
自
身
と
保
護
者
が
話

し
合
っ
て
決
定
し
た
こ
と
を
尊

重
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
全
国
や
静
岡
県
と
比
較
し
て

　
伊
東
市
の
高
校
進
学
率
の
現

　
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

　
る
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に

　
評
価
し
て
い
る
か

■
平
成
二
十
二
年
度
中
学
卒
業

　
生
に
つ
い
て
、
在
学
中
の
問

　
題
行
動
や
、
伊
東
高
校
の
ク

　
ラ
ス
削
減
等
が
進
路
に
影
響

　
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か

■
教
育
指
導
、
教
育
振
興
等
の

　
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
、

　
児
童
・
生
徒
一
人
当
た
り
、

　
ど
れ
だ
け
の
費
用
を
支
出
し

　
て
い
る
か

市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
体
験
型
観
光
施
設

と
し
て
の
造
成
に
つ
い
て

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
ル
ー
ル

も
簡
単
で
、
高
度
な
技
術
を
要

し
な
い
も
の
の
、
集
中
力
や
調

整
力
を
求
め
ら
れ
る
場
面
も
あ

り
、
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

　
北
海
道
長
沼
町
で
は
、
健
康

維
持
の
た
め
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
奨
励
し
、
こ
の
普
及
に
伴
い
、

健
康
に
対
す
る
町
民
意
識
が
高

ま
り
、
さ
ら
に
は
医
療
費
の
低

減
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
本
市
も
、
多
く
の
市
民
や
観

光
客
が
民
間
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
利
用
し
、
愛
好
者
も
増
加
し

て
い
る
。
市
民
の
健
康
増
進
や
、

ま
た
、
健
康
回
復
都
市
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
体
験
型
の
誘
客
企
画

な
ど
の
観
点
か
ら
、
有
効
な
施

策
と
考
え
ら
れ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
造
成
の
可
能
性
に
つ
い

て
伺
う
。

造
成
は
困
難
で
あ
る
が
、
健
康

増
進
策
や
誘
客
策
と
し
て
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
推
進
す
る

市
長

　
現
在
多
く
の
市
民
が
楽
し
ん

で
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
だ

れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

本
市
も
、
市
民
の
健
康
増
進
の

観
点
か
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の

推
進
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
体
験
型
観
光
施
設
と

し
て
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
造

成
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
面
積

を
要
す
る
点
で
、
用
地
確
保
の

困
難
さ
、
民
業
を
圧
迫
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
、
現
時
点
で

の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
も
、
伊
豆
ぐ
ら
ん
ぱ
る
公

園
と
協
力
し
て
、
だ
れ
も
が
気

軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光

客
の
誘
致
に
つ
な
げ
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
平
成
二
三
年
度
以
降
の
商
工

　
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

・
商
店
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
す

　
る
支
援
策
に
つ
い
て

■
安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち

　
づ
く
り

・
津
波
に
対
す
る
避
難
経
路
の

　
策
定
等
に
つ
い
て
ほ
か
一
点

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
、
私
道
整

備
事
業
の
補
助
制
度
や
市
民
の

自
主
的
活
動
に
結
び
つ
け
る
制

度
の
創
設
に
つ
い
て

　
第
四
次
総
合
計
画
で
は
、
参

画
と
協
働
を
掲
げ
、
市
民
と
行

政
が
情
報
を
共
有
し
、
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
新
た
な
価
値
を

生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
述
べ
て
お
り
、
市
民
の

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
試
み

に
大
い
に
期
待
し
、
支
援
し
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
市
民

活
動
を
支
援
す
る
の
か
、
以
下

二
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
ず
、
私
道
整
備
を
補
助
す

る
制
度
の
創
設
は
、
市
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
に
か
な
う
も
の
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
ま
た
、
市
民
の
自
主
的
活
動

の
需
要
と
供
給
を
結
び
つ
け
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
情
報
誌
の

北中学校の進路室

伊豆ぐらんぱる公園のパークゴルフ場

輝21

稲葉富士憲議員

正風・興志会
宮　雅薫 議員
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創
刊
、
人
材
バ
ン
ク
の
設
置
は
、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
と
っ
て
、
大
き
な

推
進
力
に
な
る
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

夢
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
情
報
誌
の
創

刊
等
は
検
討
し
て
い
き
た
い

市
長

　
私
道
整
備
事
業
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
と
の
調

整
や
境
界
の
確
定
な
ど
、
多
く

の
問
題
点
も
あ
る
が
、
実
情
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
夢
ま
ち
づ
く

り
事
業
や
地
域
応
急
処
理
事
業

の
制
度
を
活
用
し
、
道
路
整
備

を
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
平
成
二
一
・
二
二
年

度
に
実
施
し
た
「
市
民
活
動
の

推
進
を
図
る
た
め
の
情
報
収
集

と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
及
び
市

民
活
動
支
援
事
業
」
に
お
い
て
、

市
民
活
動
団
体
に
係
る
情
報
を

収
集
・
整
理
し
、
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
個
人
、
団

体
と
も
に
活
用
で
き
る
も
の
と

考
え
る
。

　
情
報
誌
の
創
刊
や
人
材
バ
ン

ク
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生

　
か
す
た
め
の
対
策
・
体
制

■
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

　
ま
ち
づ
く
り
　
　
ほ
か
二
点

奥
野
ダ
ム
を
活
用
し
た
水
力
発

電
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う

　
奥
野
ダ
ム
は
、
洪
水
調
整
、

流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
、

水
道
用
水
の
確
保
の
三
つ
の
役

割
を
担
う
多
目
的
ダ
ム
と
し
て

平
成
元
年
に
完
成
し
、
今
で
は
、

伊
東
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
の
周
辺
整
備
も
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
も
う
一
つ
の
役
割

と
し
て
、
水
力
発
電
機
能
を
追

加
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
電

力
供
給
量
の
減
少
に
対
し
、
少

し
で
も
市
内
の
電
力
需
要
に
貢

献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
、

中
小
水
力
発
電
を
奥
野
ダ
ム
で

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
節
電
対
策
や

将
来
に
向
か
っ
て
の
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
の
可
能
性

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　
奥
野
ダ
ム
の
事
業
主
体
が
静

岡
県
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
市
と
し
て
も
導
入
の

可
能
性
を
調
査
、
検
討
し
、
県

と
協
議
を
し
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

県
と
の
協
議
で
、
管
理
用
小
水

力
発
電
設
備
の
導
入
を
推
進
す

る
方
向
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る

市
長

　
奥
野
ダ
ム
に
お
け
る
水
力
発

電
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
過

去
に
、
発
電
設
備
導
入
に
要
す

る
工
事
の
規
模
や
発
電
効
率
等

を
含
め
た
検
討
を
行
っ
た
。

　
近
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
技
術

の
発
展
な
ど
を
踏
ま
え
、
静
岡

県
と
協
議
し
、
小
水
力
発
電
実

現
の
可
能
性
が
高
ま
る
中
、
管

理
用
小
水
力
発
電
設
備
の
導
入

を
進
め
る
方
向
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
小
室
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

　
公
式
サ
ッ
カ
ー
場
の
メ
ー
ン

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
サ
ブ
グ
ラ

　
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備
す
る
ほ

　
か
、
残
り
の
部
分
を
整
備
す

　
る
こ
と
に
よ
り
、
多
方
面
に

　
わ
た
る
有
効
活
用
が
可
能
で

　
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が

　
か

海
抜
表
示
の
設
置
等
、
津

波
か
ら
市
民
の
命
を
守
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

　
五
月
中
旬
に
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
の
視
察
を
行
い
、
町

全
体
が
消
え
去
っ
た
感
の
あ
る

陸
前
高
田
市
で
は
言
葉
を
失
っ

た
。
そ
れ
か
ら
一
カ
月
以
上
を

経
過
し
た
今
で
も
思
い
出
さ
れ

る
の
は
、
津
波
の
圧
倒
的
な
破

壊
力
で
あ
り
、
土
石
流
が
海
か

ら
押
し
寄
せ
た
と
の
表
現
が
一

番
的
確
か
と
感
じ
て
い
る
。

　
相
模
湾
で
直
下
型
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
本
市
に
は
五
分

後
に
津
波
が
押
し
寄
せ
る
と
い

う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

過
去
に
は
八
〜
一
〇
ｍ
も
の
津

波
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
津
波

か
ら
市
民
の
命
を
守
る
に
は
、

海
抜
三
ｍ
以
上
の
場
所
に
あ
る

三
階
建
て
以
上
の
建
築
物
に
避

難
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
避
難
可
能
な
建

民主党・刷新の会
横沢　勇 議員 地域応急処理事業の原材料支給で整備した道路

奥　野　ダ　ム

清峰クラブ
佐々木　清議員
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築
物
や
交
差
点
に
対
し
、
視
覚

に
訴
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

海
抜
表
示
を
提
案
す
る
と
と
も

に
、
津
波
か
ら
市
民
の
命
を
守

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

安
全
と
安
心
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い

市
長

　
現
在
、
市
内
一
八
五
本
の
電

柱
に
、
海
抜
二
ｍ
以
上
を
示
す

表
示
を
行
っ
て
い
る
が
、
地
域

住
民
の
皆
様
と
、
表
示
方
法
や

増
設
箇
所
等
の
検
討
を
行
う
中
、

本
年
度
、
公
共
施
設
な
ど
に
も

海
抜
表
示
や
避
難
看
板
の
設
置

を
行
い
、
安
全
と
安
心
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
構
造
改
革
特
区
、
社
会
保
険

　
制
度
の
住
所
地
特
例
を
、
分

　
譲
地
の
活
性
化
、
医
療
・
介

　
護
分
野
の
雇
用
創
出
に
つ
な

　
げ
て
い
く
考
え
方
に
つ
い
て

■
県
総
合
運
動
施
設
の
誘
致
に

　
つ
い
て

■
本
市
独
自
の
被
災
地
支
援
策

　
と
し
て
、
被
災
犬
の
受
け
入

　
れ
に
つ
い
て

■
津
波
か
ら
子
供
た
ち
の
命
を

　
守
る
た
め
、
海
抜
の
低
い
地

　
域
等
に
あ
る
幼
稚
園
、
保
育

　
園
の
避
難
訓
練
に
係
る
実
施

　
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

商
店
街
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

や
太
陽
光
発
電
化
に
対
す
る

公
的
支
援
に
つ
い
て
伺
う

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
電
力

不
足
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た

計
画
停
電
は
、
経
済
活
動
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、

市
民
一
人
一
人
の
電
力
に
対
す

る
考
え
方
を
変
え
た
ほ
か
、
市

役
所
と
市
民
の
人
生
観
、
経
済

観
を
変
え
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
節
電
の
対
応
策
と

し
て
、
商
店
街
の
街
路
灯
を
間

引
い
た
り
、
電
球
を
一
部
外
し

た
り
し
て
い
る
が
、
通
行
の
安

全
性
や
防
犯
の
観
点
か
ら
、
一

定
の
照
度
を
確
保
す
る
こ
と
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
商
店
街

に
よ
っ
て
は
、
電
気
料
金
と
し

て
、
年
間
二
〇
〇
万
円
を
超
え

る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
今
後
を
見
据
え
、
消
費
電
力

や
電
気
料
金
、
使
用
寿
命
を
考

慮
す
る
中
で
、
商
店
街
街
路
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
の
転
換
や
太

陽
光
発
電
へ
の
切
り
か
え
等
の

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
公
的

支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
、
市

長
の
所
見
を
伺
う
。

国
の
支
援
を
含
め
、
商
店
街
が

主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く

市
長

　
商
店
街
の
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
や
太
陽
光
発
電
化
に
つ
い
て

は
、
節
電
・
省
エ
ネ
の
推
進
と

電
気
料
金
の
軽
減
等
が
見
込
め
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光

発
電
に
関
し
て
は
、
環
境
に
や

さ
し
い
商
店
街
の
景
観
形
成
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
、
商
店
街
か
ら
も
、
街

路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
た
支

援
の
要
望
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

太
陽
光
発
電
化
の
取
り
組
み
に

対
し
、
国
の
公
的
支
援
を
含
め
、

商
店
街
を
主
体
と
す
る
中
で
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
節
電
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
確

　
保
策
に
つ
い
て
　
ほ
か
三
点

■
東
日
本
大
震
災
避
難
者
受
け

　
入
れ
に
つ
い
て
　
　
　
三
点

■
東
日
本
大
震
災
発
生
後
に
お

　
け
る
本
市
の
防
災
対
策
の
見

　
直
し
に
つ
い
て
　
　
　
三
点

困
難
を
有
す
る
若
者
た
ち
へ
、

就
職
相
談
や
学
習
支
援
の
で

き
る
体
制
の
構
築
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か

　
高
校
へ
の
未
進
学
者
や
高
校

中
退
者
等
困
難
を
有
す
る
若
者

た
ち
の
進
路
が
決
ま
ら
ず
、
問

題
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
高
知
市
に
は
、
不
登
校
児
童

生
徒
の
適
応
指
導
教
室
や
中
学

卒
業
後
の
就
職
相
談
等
、
義
務

教
育
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
ら
れ
る
施
設
が
あ
り
、
本

市
で
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に

あ
る
若
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

実
態
を
調
査
、
検
討
し
、
就
職

相
談
や
学
習
支
援
の
で
き
る
体

制
を
、
関
係
機
関
が
連
携
し
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

県
と
連
携
を
図
り
、
実
効
性
の

あ
る
支
援
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

海　抜　表　示

商店街の街路灯

正風・興志会
西島　彰 議員

日本共産党
重岡秀子 議員
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市
長

　
静
岡
県
で
は
、
平
成
二
三
年

三
月
に
「
ふ
じ
の
く
に
子
ど
も
・

若
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
ニ
ー
ト
、
不

登
校
等
の
困
難
を
有
す
る
子
供
・

若
者
の
支
援
策
と
し
て
、
関
係

機
関
、
民
間
支
援
団
体
と
の
連

携
を
構
築
し
、
本
人
や
家
族
を

支
え
る
相
談
・
支
援
機
能
の
充

実
強
化
、
就
業
支
援
等
、
実
効

性
の
あ
る
支
援
を
し
て
い
く
も

の
で
、
市
町
で
も
、
各
支
援
機

関
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

専
門
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
県
と
連

携
を
図
り
、
実
効
性
の
あ
る
支

援
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
東
日
本
大
震
災
の
観
光
へ
の

　
影
響
に
対
す
る
本
市
の
施
策

　
に
つ
い
て

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し

　
て
い
る
か

・
一
〇
万
枚
の
誘
客
は
が
き
を

　
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
市
民

　
ぐ
る
み
の
誘
客
宣
伝
に
し
て

　
い
く
の
か

・
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
、

　
広
報
車
等
の
宣
伝
へ
の
工
夫

　
に
つ
い
て

・
観
光
客
を
呼
び
戻
す
た
め
、

　
観
光
関
連
団
体
と
協
働
で
戦

　
略
を
練
る
必
要
が
あ
る
と
考

　
え
る
が
い
か
が
か

市
道
下
方
・
海
立
線
と
市
道
宮

川
・
桜
ケ
丘
線
の
変
則
的
交
差

点
付
近
や
南
山
町
バ
ス
停
付
近

の
安
全
対
策
に
対
す
る
本
市
の

考
え
及
び
対
応
に
つ
い
て
伺
う

　
市
道
下
方
・
海
立
線
と
市
道

宮
川
・
桜
ケ
丘
線
の
交
差
点
付

近
は
、
変
則
的
な
交
差
点
で
あ

る
こ
と
か
ら
道
路
の
横
断
が
難

し
く
、
交
通
事
故
多
発
地
点
で

あ
り
、
鎌
田
地
区
で
最
も
危
険

な
交
差
点
で
あ
る
。

　
ま
た
、
県
道
五
九
号
線
南
山

町
バ
ス
停
付
近
に
つ
い
て
は
、

伊
東
警
察
署
へ
安
全
対
策
に
関

し
要
望
し
た
経
過
が
あ
る
。

　
新
市
民
病
院
開
院
後
、
交
通

量
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
横

断
歩
道
の
設
置
等
が
切
望
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
危
険
箇
所
へ

の
安
全
対
策
に
係
る
本
市
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

意
見
・
要
望
に
沿
っ
て
、
住
民
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
対
応
し

て
い
く

市
長
　

　
市
道
下
方
・
海
立
線
と
市
道

宮
川
・
桜
ケ
丘
線
の
変
則
的
交

差
点
付
近
、
南
山
町
バ
ス
停
付

近
の
二
カ
所
に
つ
い
て
は
、
鎌

田
区
な
ど
か
ら
横
断
歩
道
設
置

に
係
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
条
件
を
満
た
し
て
い

な
い
と
し
て
、
横
断
歩
道
設
置

が
困
難
で
あ
る
と
の
見
解
を
伊

東
警
察
署
で
は
示
し
て
い
る
。

　
市
道
下
方
・
海
立
線
の
変
則

的
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
歩
行

者
の
安
全
を
考
え
、
カ
ラ
ー
舗

装
化
に
よ
る
安
全
対
策
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
県
道
五
九
号
線
南
山
町
バ
ス

停
付
近
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

安
全
対
策
に
つ
い
て
の
住
民
の

皆
様
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
沿

っ
て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て

対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
地
域
の
実
情
に
基
づ
く
雇
用

　
機
会
の
拡
充
施
策
に
つ
い
て

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完
全
移

　
行
に
向
け
た
支
援
等

■
災
害
時
に
お
け
る
観
光
客
向

　
け
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

■
温
泉
を
利
用
し
た
地
熱
発
電

　
の
調
査
・
研
究
に
つ
い
て

■
里
親
制
度
促
進
に
つ
い
て

■
中
学
校
給
食
に
係
る
施
策
検

　
討
経
過
に
つ
い
て

「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の

導
入
・
運
用
に
つ
い
て
伺
う

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
被

災
者
の
支
援
に
は
、
自
治
体
に

よ
る
、
い
ち
早
い
被
災
者
情
報

の
把
握
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ

る
。

　
そ
こ
で
期
待
さ
れ
る
の
が
、

膨
大
な
行
政
事
務
の
負
担
を
軽

減
し
、
被
災
者
へ
の
迅
速
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
用
に
開
発

さ
れ
た
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
」
で
あ
る
。

　
今
回
の
震
災
で
、
平
時
か
ら
、

災
害
時
に
住
民
本
位
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
る
必
要
性
が
改
め

て
高
ま
っ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
人
命
救
助
が
最
優
先
で
あ

り
、
そ
の
後
は
き
め
細
か
い
支

援
が
求
め
ら
れ
る
。

　
危
惧
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震

等
で
被
災
す
る
か
も
し
れ
な
い

公明党
楠田一男 議員

南山町バス停付近

市道下方・海立線と市道宮川・桜ケ丘線が交わる変則的交差点

静岡県が策定した「ふじのくに子ども・若者プラン」

民主党・刷新の会
浅田良弘 議員
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市
民
の
た
め
に
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
お
け
る
実
践
に
裏
打

ち
さ
れ
た
「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
を
導
入
・
運
用
し
て
い

く
こ
と
が
極
め
て
有
益
だ
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

被
災
自
治
体
な
ど
に
お
け
る
検

証
を
注
視
し
な
が
ら
導
入
へ
の

検
討
を
行
っ
て
い
く

市
長

　
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

は
、
被
災
者
台
帳
の
作
成
・
被

災
者
証
明
書
の
発
行
・
仮
設
住

宅
の
管
理
等
を
総
合
的
に
行
う

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
救
済
、
復

旧
、
復
興
に
大
き
な
力
を
発
揮

し
た
も
の
で
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
全
国
の

地
方
自
治
体
に
無
償
で
公
開
・

提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま

で
導
入
し
た
自
治
体
は
少
な
く
、

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災

自
治
体
に
つ
い
て
も
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
た
と
こ

ろ
は
少
な
か
っ
た
と
聞
き
及
ん

で
い
る
。

　
今
後
、
被
災
自
治
体
な
ど
に

お
け
る
検
証
を
注
視
し
な
が
ら
、

導
入
に
対
す
る
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
学
校
施
設
の
防
災
機
能
向
上

　
対
策
に
つ
い
て

■
林
道
奥
野
線
の
整
備
に
つ
い

　
て

東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況

を
踏
ま
え
、
本
市
防
災
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う

　
本
市
は
海
と
山
に
囲
ま
れ
て

お
り
、
多
種
の
自
然
災
害
を
想

定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波

に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
あ
り
、

神
奈
川
県
西
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
七
ク
ラ
ス
の
直
下
型
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
本
市
に
お

い
て
も
、
強
烈
な
揺
れ
と
と
も

に
津
波
が
発
生
し
、
地
震
発
生

後
一
四
、
五
分
後
に
は
第
一
波

が
松
原
海
岸
に
到
達
す
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
さ
き
の
大

震
災
の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
、

津
波
等
の
災
害
発
生
時
の
防
災

拠
点
、
仮
設
住
宅
の
設
置
場
所
、

避
難
場
所
の
整
備
及
び
備
蓄
食

料
の
整
備
等
、
本
市
防
災
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

津
波
避
難
訓
練
で
の
市
民
の
意

見
等
を
踏
ま
え
、
計
画
の
見
直

し
や
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
を
考

え
て
い
る

市
長

　
防
災
拠
点
は
、
通
常
、
市
役

所
の
災
害
対
策
室
に
な
ろ
う
が
、

市
役
所
が
使
用
で
き
な
い
場
合

は
、
情
報
の
収
集
・
発
信
の
容

易
な
消
防
本
部
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
移
設
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
市

民
運
動
場
を
初
め
、
市
内
全
域

で
二
八
二
戸
を
予
定
し
て
い
る

が
、
十
分
で
は
な
い
と
考
え
て

お
り
、
設
置
場
所
と
と
も
に
戸

数
の
増
加
を
図
る
検
討
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
避
難
所
の
環
境
整
備
は
、
備

蓄
品
の
点
検
整
備
と
あ
わ
せ
行

っ
て
お
り
、
食
料
は
約
三
万
四

七
〇
〇
食
と
お
お
む
ね
三
日
分

を
確
保
し
て
い
る
。
今
後
も
、

発
電
機
、
バ
ル
ー
ン
型
投
光
器

の
購
入
等
、
機
動
的
な
災
害
対

応
を
目
指
し
て
い
く
。

　
伊
東
市
地
域
防
災
計
画
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
大
震
災
で
は
、

津
波
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
国
、
県
に
お

け
る
震
災
の
検
証
や
防
災
計
画

の
変
更
な
ど
を
視
野
に
、
津
波

避
難
訓
練
に
対
す
る
市
民
の
意

見
等
を
踏
ま
え
、
計
画
の
見
直

し
や
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
を
考

え
て
い
る
。

未
曾
有
の
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
津
波

に
お
い
て
も
、
子
供
の
犠
牲
者
を
出
さ

な
か
っ
た
釜
石
市
の
防
災
教
育
か
ら
学

ぶ
べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
か

　
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
の
想
像
を
絶
す
る

津
波
被
害
の
中
、
子
供
の
犠
牲

者
を
ほ
と
ん
ど
出
さ
な
か
っ
た

岩
手
県
釜
石
市
の
防
災
教
育
を

教
訓
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
地
震
発
生
直
後
、
釜
石
東
中

学
校
の
生
徒
は
、
地
震
の
揺
れ

の
大
き
さ
か
ら
「
た
だ
ご
と
で

は
な
い
」
と
判
断
し
、
津
波
浸

水
域
か
ら
外
れ
て
い
る
校
舎
の

三
階
に
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、

校
庭
を
駆
け
抜
け
、
学
校
よ
り

高
台
の
避
難
所
へ
走
り
始
め
た
。

そ
れ
を
見
た
隣
の
小
学
校
で
は
、

全
校
生
徒
を
三
階
に
誘
導
す
る

の
を
や
め
、
中
学
生
の
後
を
追

う
決
断
を
し
て
、
全
員
の
命
が

助
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
最
善
を
尽
く
す
、
率
先
し
避

難
す
る
、
助
け
る
人
に
な
る
な

日本共産党
佐藤美音 議員

清峰クラブ
榎本元彦 議員

伊東市地域防災計画

被災者支援システム
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ど
「
津
波
防
災
教
育
」
を
体
系

づ
け
た
釜
石
市
に
学
び
、
ま
た
、

津
波
被
害
を
受
け
た
伊
東
市
の

歴
史
に
学
び
、
教
訓
と
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

「
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
に
主

体
的
た
れ
」
と
い
う
姿
勢
を
は

ぐ
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

教
育
長

　
釜
石
市
の
防
災
教
育
に
つ
い

て
は
、
教
頭
会
に
お
い
て
も
伝

え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
今

後
の
防
災
教
育
に
生
か
す
と
と

も
に
、
「
自
分
の
命
を
守
る
こ

と
に
主
体
的
た
れ
」
と
の
姿
勢

を
は
ぐ
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
学
生
に
対
し
て
は
、

地
域
の
一
員
と
し
て
責
任
あ
る

行
動
を
し
、
そ
の
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
よ
う
な
指
導
も
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
べ

　
き
防
災
上
の
教
訓
と
し
て

・
避
難
方
法
や
避
難
場
所
の
根

　
本
的
見
直
し
に
つ
い
て

・
震
災
復
興
支
援
の
た
め
の
職

　
員
派
遣
に
つ
い
て

■
中
学
校
給
食
を
早
期
に
全
校

　
で
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か

就
学
援
助
制
度
の
さ
ら
な
る
周

知
と
手
続
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　
憲
法
で
は
「
義
務
教
育
は
、

こ
れ
を
無
償
と
す
る
。」と
規
定

し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
日

本
の
義
務
教
育
は
、
無
償
と
は

大
き
く
か
け
離
れ
、
父
母
負
担

に
依
存
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

経
済
状
況
や
雇
用
の
悪
化
に
伴

う
「
貧
困
と
格
差
」
の
広
が
り

の
中
で
、
家
計
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
義
務
教
育
が
保
障
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
長
引
く

不
況
と
大
震
災
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
経
済
不
振
に
陥
っ
て
お
り
、

市
民
の
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
不
況
下
で
、
お
金

の
心
配
を
し
な
い
で
学
ぶ
こ
と

を
権
利
と
し
て
保
障
し
て
い
る

の
が
就
学
援
助
制
度
で
あ
る
。

　
す
べ
て
の
子
供
が
安
心
し
て

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
本

制
度
を
広
く
知
ら
せ
、
必
要
と

す
る
人
が
心
置
き
な
く
受
給
で

き
る
よ
う
に
、
申
請
方
法
の
改

善
や
内
容
を
充
実
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

本
制
度
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
広

報
し
て
い
く
と
と
も
に
、
手
続

の
方
法
も
研
究
し
て
い
く

市
長

　
就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、
大

震
災
後
に
お
け
る
伊
東
市
の
厳

し
い
経
済
状
況
の
中
、
就
学
困

難
な
児
童
生
徒
に
対
し
、
教
育

の
機
会
を
確
保
す
る
と
い
う
本

制
度
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
今
後

と
も
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
各
学
校
を
通
じ
て
、

保
護
者
に
対
し
て
本
制
度
の
周

知
を
指
導
し
て
い
る
が
、
今
後

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲

載
な
ど
、
制
度
の
目
的
や
申
請

方
法
等
を
さ
ら
に
広
報
し
て
い

く
と
と
も
に
、
手
続
の
方
法
に

つ
い
て
も
研
究
を
し
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
項
目
』

■
市
民
が
参
画
し
や
す
く
な
る

　
よ
う
、
情
報
の
共
有
や
話
し

　
合
い
が
必
要
と
考
え
る
が
、

　
市
民
と
と
も
に
行
わ
な
け
れ

　
ば
進
ま
な
い
ま
ち
づ
く
り
、

　
ご
み
減
量
、
観
光
な
ど
に
関

　
し
、
そ
の
進
め
方
や
取
り
組

　
み
に
つ
い
て

　
去
る
六
月
一
五
日
、
全
国
市

議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
永
年
勤
続
の
表
彰
を
受
け
た

議
員
に
対
し
、
六
月
定
例
会
に

お
い
て
、
そ
の
伝
達
を
行
い
ま

し
た
。

●
一
五
年
以
上
勤
続

　
　
　
　
　
稲
葉
正
仁
議
員

　
　
　
　
　
鈴
木
克
政
議
員

　
　
　
　
　
伊
東
良
平
議
員

全
国

　
市
議
会
議
長
会

　
　
　
議
員
表
彰

平成23年　4月 7日　議会報編集委員会
28日　常任総務委員会協議会

議会運営委員会
5月 9日　議会運営委員会

16日　常任総務委員会協議会
17日　常任観光建設委員会協議会
19日　常任福祉文教委員会協議会

6月10日　議会運営委員会

閉会中の議会活動
※平成23年3月定例会閉会後平成23年6月定例会開会まで（臨時会を除く。)

就学援助制度の対象例

３月１１日東日本大震災時の避難の様子
(津波襲来直前に鵜住居地区住民が撮影・片田提供）

日本共産党
大島春之 議員
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議案番号

市認第１号

市議第１号

市長

市長

全会一致
で承認

全会一致
で可決

件　　　　名 概　　　　要 提出者 審議結果

平成２２年度伊東市老人保健特別会計
補正予算（第２号）専決処分の報告承
認について

平成２３年度伊東市一般会計補正予算
（第１号）

本会計は、平成21・22年度の２カ年の精算期間を終
了し、平成23年3月31日をもって廃止となったが、剰
余金を一般会計に繰り出すに当たり歳出予算額が不足
したこと、国保連合会等からの請求金額の確定がおく
れたことなどから238万5,000円を追加するため、平
成23年3月31日に専決処分を行ったことの報告承認

東日本大震災被災地に対する支援、間接的に影響を受け、
急速に悪化した市内経済への緊急対策などに関し、歳
入歳出にそれぞれ2億5,532万8,000円を追加し、歳入
歳出予算の総額をそれぞれ231億3,532万8,000円とする。
歳入には、県補助金2億532万8,000円（緊急雇用創出
事業臨時特例対策事業費補助金・避難所開設事業費補
助金）と財政調整基金を取り崩した5,000万円を充当
するとともに、予備費により財源調整を行う。

【概要】
　①　市内の雇用環境悪化に対応すべく緊急雇用創
　　出事業経費の追加
　②　観光客の回復を図るために特別誘客宣伝事業
　　委託料の追加
　③　疲弊した中小企業の資金融資を支援する商工
　　業振興補助事業経費の追加
　④　小規模修繕を対象とした緊急経済雇用対策事
　　業の新設
　⑤　被災地から避難されてきた方の避難所として
　　旅館・ホテル等で受け入れるための委託料、支
　　援物資として被災地に提供した毛布などを補充
　　するための防災用資機材購入費、被災地に派遣
　　する職員の旅費等を含む東日本大震災被災地支
　　援事業の新設

1億9,632万8,000円

800万円

1,509万円

3,000万円

1,310万5,000円
など

　
市
政
に
対
す
る
真
剣
な
議
論

や
、
あ
な
た
が
貴
重
な
一
票
を

投
じ
た
議
員
の
発
言
な
ど
を
直

接
ご
ら
ん
に
な
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
傍
聴
席
入
り
口
で
記
名
等
を

し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な

手
続
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、

議
会
事
務
局
（
市
役
所
低
層
棟

三
階
）
ま
で
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
平
成
二
三
年
六
月
定
例
会
の

傍
聴
者
は
二
八
人
で
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

傍聴席から見た本会議の様子

みんなで守ろう

な い
動運

○政治家は有権者に
　寄附を贈らない
○有権者は政治家に
　寄附を求めない
○政治家から有権者への
　寄附は受け取らない

　議員や有権者が、次の行為を行うことは法令で禁止され、
処罰の対象となりますので、ご理解いただきますよう、お
願いいたします。

１政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすること。
２有権者が、威迫して、あるいは政治家を陥れる目的で
　寄附を求めること。
３後援団体が、選挙区内にある者に対して花輪、香典、
　祝儀などを出すこと。
４政治家が選挙区内にある者に対し、答礼のための自筆
　によるものを除き、年賀状等、時候のあいさつ状を出
　すこと。
５政治家や後援団体が、選挙区内にある者に対する有料
　のあいさつ広告を出すこと。
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◆詳細は、市議会会議録の委員会審査報告をごらんください。
◆市議会会議録は、市役所、図書館、各コミュニティセンターにあるほか、
　ホームページでもごらんになれます。

～常任委員会審査の中から～

観光建設委員会
問

　プレミアム商品券事業の実施

時期と実行委員会の委員の選定

方法について伺う。

答

　実行委員会を早々に立ち上げ、

９月から１０月にかけて実施し

ていきたい。

　また、実行委員会の委員は、

若い商業者にも参加していただ

く選定方法を検討していきたい。

問

　平成２１年度に実施した伊東

温泉湯めクーポンの利用実績に

ついて伺う。

答

　大型店で７割、地元店で３割

の利用が確認された。

　なお、大型店の中には、市内

資本の事業所も含まれており、

五分五分ととらえている。

問

　土木費の工事請負費5,000万

円の増額補正に係る工事計画箇

所と今後の執行について伺う。

答

　崩土が心配される市道八幡野・

草崎線の一部のり面、泉から自

動車学校に続く市道荻・伊東道

線の擁壁を予定している。

　今後、パトロールで発見した

箇所を確認・調査の上、修繕予

算では処理できない規模に対応

する。

総務委員会
道路台帳附図デジタルトレース

整備事業について

問

　事業の内容について伺う。

答

　道路台帳附図をデジタル化す

る事業であり、道路の管理状況

が適切に把握できることから、

このことを通じて、道路災害の

未然防止や市民生活の安全向上

を図るものである。

問

　事業の実施方法について伺う。

答

　道路台帳のデジタル化は、か

なり専門的な仕事であることから、

コンサルタントへ委託するが、

新規雇用者については、市内の

ハローワークで募集することを

考えている。問

問

　本事業実施による雇用創出効

果及び完成時期について伺う。

答

　計画では、７人を９カ月間雇

用する予定であるが、準備に多

少時間を要し、雇用期間が短く

なる分、１０人程度までふやし

たい。

　完成は、来年２月を予定して

いる。

道路台帳附図デジタルトレース整備作業

平成２１年度に実施された伊東温泉湯めクーポン
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市
議
会
図
書
室
に
は
、
昭
和

三
四
年
以
降
の
市
議
会
会
議
録

を
初
め
、
官
報
、
県
公
報
、
議

会
や
行
政
に
関
す
る
一
般
図
書

等
、
約
一
〇
〇
〇
冊
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

　
市
議
会
図
書
室
は
、
市
民
の

皆
様
も
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
気
軽
に
議
会
事
務
局

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
蔵
図
書
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん

い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
東
日
本
大
震
災
後
初
め
て
の

夏
、
原
発
事
故
も
終
息
を
見
な

い
中
、
改
め
て
省
エ
ネ
や
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て

も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
伊
東
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

観
光
も
大
震
災
に
よ
っ
て
大
き

な
痛
手
を
負
い
ま
し
た
が
、
こ

う
し
た
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
市

民
、
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
表
紙

で
「
伊
東
市
を
支
え
る
協
働
の

力
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
　

　
今
号
は
、
九
月
の
議
員
改
選

を
控
え
、
第
一
六
期
に
お
け
る

最
後
の
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。
正
確
で
わ
か

り
や
す
い
紙
面
を
目
標
に
し
て

き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
に

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
届
け
で
き
た
の
か
反
省
し
つ

つ
、
議
会
報
編
集
委
員
会
の
新

メ
ン
バ
ー
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
委
員
長
）

議
会
報
編
集
委
員
会

　
委

員

長
　
重

岡

秀

子

　
副
委
員
長
　
稲

葉

富
士
憲

　
委
　
　
員
　
四

宮

和

彦

　
　

〃
　
　

西

島

　

彰

　
　

〃
　
　

榎

本

元

彦

　
　

〃
　
　

楠

田

一

男

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

伊
東
市
大
原
二
丁
目
一
番
一
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
三
二
）
一
九
八
一

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
三
八
）
六
九
一
六

９月定例会の予定

｢いとう市議会だより」は再生紙を使用していますE-mail : gikai@city.ito.shizuoka.jp

編

集

後

記

８月２９日　開会

※日程等は、８月下旬の議会運営委員会
　において正式に決定します。

富戸小３年生（６月２日)

市
議
会
図
書
室
の
ご
案
内

議

場

見

学

市議会では、市民の皆様に市議会の情報をお届けするため、ホームページを開設しています。
主な内容は次のとおりとなっていますので、ぜひごらんください。

■市議会の仕組み…………………定例会と臨時会、代表質問と一般質問、質疑と討論の説明など
■市議会の構成……………………議員、委員会、その他の会議の説明など
■議員名簿…………………………議員の顔写真、所属会派、所属委員会など
■歴代議長・副議長一覧
■委員会委員一覧
■市政の概要（全編版・抜粋版）
■定例会・臨時会のお知らせ……会議の日程、議案審議結果一覧、代表・一般質問の要旨など
■議会閉会中の活動状況…………議会閉会中に開催された委員会など
■行政視察…………………………行政視察の実施状況や他市議会の視察の受け入れ状況など
■いとう市議会だより……………138号以後のバックナンバー
■市議会の傍聴を！………………市議会の傍聴のご案内
■請願･陳情､決議･意見書とは？…請願などの説明のほか、書式
■市議会図書室のご利用案内……利用案内、所蔵図書の一覧表
■市議会の情報公開請求…………情報公開請求に係る手続の説明と請求の書式
■お問い合わせは
■伊東市議会　会議録……………平成7年10月臨時会からの市議会会議録
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